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Muli bwanji (ムリバンジ)？ 

これは、マラウイの現地語（チェワ語）のあいさつで「お元気ですか？」という意味です。  

１０月３０日でマラウイに来てから１か月がたちました。出発直前はたくさんの方々から頑張っ

てこいよ！と激励のことばを頂きました。みなさんに支えてもらっているおかげで、ここでも自分

らしく頑張れています！ありがとうございます。思い返してみると、成田空港から飛行機に 

乗ること２２時間、香港と南アフリカで２度の飛行機の乗りかえを経てやっとの思いでマラウイ

の空港に着いたのを覚えています。毎日驚くほどあっという

間に時間が過ぎています。 

さて、そこで一生に一度しかないこれほど貴重な経験をぜ

ひみなさんと共有させていただけたらと思います。そこで、

これから毎月１回ずつ定期的にマラウイニュースを発行し

ようと思っています。この通信を通して私たち日本人にとっ

てまだまだなじみの薄いアフリカ大陸やマラウイという小

さな国、青年海外協力隊という国際協力の仕事があるという

こと、私の活動について、みなさんにお伝えしていきたいと

思っています。 

なお、この通信はお世話になった小学校、勤務していた中

学校、その他大勢のお世話になっている皆様に目を通してい

ただく予定です。年齢層に大きな幅はありますが、一人でも

多くの人に興味関心を持ってもらえる通信となるように作

成したいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は じ め に 

そ の １ 加 茂 小 学 校 で の ボ ラ ン ティ ア 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  きっかけは一本の電話から・・・ 

静岡県でボランティアの制度があるという

話を聞いた私、しかも加茂小学校がいいという

話を耳にした私は、さっそく校長先生にボラン

ティアのお願いの電話をしました。 

「１０月から協力隊員としてマラウイの小学校

で音楽、図工、体育を教えるのですが、中学校で英

語を教えた経験しかないのでボランティアをさせ

てもらえないでしょうか。」と急なお願いをする

私。 

「どうして石川の人が静岡で・・・！？」驚き

と怪しさがあったであろうに、校長先生は快く

私を受け入れてくれ、晴れて加茂小学校で 4月

の後半から6月まで2か月間ボランティアをさ

せてもらえることになりました。 

 

 

 

 

 

チーム加茂小のスタッフの一員に！  

  教頭先生が私のために３年生から 

6 年生までの音楽、図工、体育を 

中心に特別時間割を組んでくれました。 

「ボランティア＝自分の意志に基づいて。という

基本を忘れず、自分から気づいたら動くという気

持ちを持って絶対に先生の邪魔にならないよう

にする。」と肝に銘じ、先生方から各教科の

授業を見せてもらいながら、指導法を学ば

せてもらいました。 

 

 

☆見やすい！ 

☆わかりやすい！ 

☆字がきれい！ 

３拍子そろった板書、１時間の授業の跡がしっ

かりと見える。すごいなー！と感動しました。 

 ６年生のディベートの様子にもまたまた驚

き！自分の意見を主張し、データを示しながら客

観的に自分の意見を述べられるようになってい

ました！本当ステキ！胸がワクワクし、私も英語

でこんな活発な意見が出るような授業をつくり

りたいと思いました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の ２  派 遣 前 訓 練 の ７ ０ 日 間 

 訓練では、特にコミュニケーシ

ョンの手段としての語学力強化

に多くの時間を充てる他、日本の

国際協力とボランティア事業、異

文化理解/活動手法、安全管理/

健康管理などについての講義・実

習をＪＩＣＡの訓練所にて合宿

形式で実施されます。 

◎一日のタイムスケジュール      

６：００        起床 

６：３０～７：１０   点呼・ラジオ体操・ランニング 

７：１０～８：４５   朝食・課業の準備 

８：４５～１２：００  語学訓練 

１２：００～１３：３０ 昼食 

１３：３０～１７：００ 語学・講座 

１８：００～１９：３０ 夕食 

１９：３０～２１：３０ 自習・入浴 

２１：３０       点呼 

２２：００       消灯 
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Ｑ１：  マラウイの首都はどこでしょう？ 

    a: バラカ  ｂ：リロングエ  ｃ.キリマンジャ

ロ 

 

Ｑ２： マラウイで一番よく食べられる主食は何でしょう？ 

    a: お米   b:シマ     ｃ：パン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ の ３  い ざ ！ マ ラ ウ イ へ ！ 

 飛行機に乗ること２２時間！長かった～！疲れた私たちをまず初めに出迎えてくれたのは、紫色のジャ

カランダの花でした。さて、

ここではマラウイの衣食住に

ついて少し紹介します。みな

さんのアフリカのイメージは

どのようなものですか？ 

  

★☆飛行機の乗り換え☆★ 

成田→香港  

香港→ヨハネスブルグ 

ヨハネスブルグ→マラウイ 

Muli Bwanji? 

チテンジと呼ばれる伝統的

な布で作ったスカートやド

レスを着てハイポーズ★ 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ち ょ っ と 休 け い 

牛肉の煮込み       ヤギ肉の煮込み    かぼちゃの葉の炒め物 

                                      主食のシマを調理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：シマってなに？ 

アフリカの国でメジャーな主食のこと。 

トウモロコシの粉を練って作れられてい

る。 

国によって呼ばれ方が違っており、マラウ

イでは「シマ」と呼ばれている。味はなく、

おかずと一緒に食べる。現地の人は手で食

べる。 
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